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1．はじめに

　その 3 に引き続き本報では曲げ強度試験および調湿試

験の 結果を記す。

2．曲げ強度試験結果および考察

　図一1に繊維長および養生条件ごとに曲げ強度と竹繊維

7臥 率 の 関系を示して い る。 繊維の 長さおよび養生条件

に関わ らず ， 曲げ強度は木炭混入率が増加するとともに

低い 値を示して い る 。 しか し， 木炭混入率80％ で 竹繊維

混入率の増加とともに 曲け強度が低下する傾向が見られ

るが，その他の木炭混入率の もの は竹繊維混入率の増加

とともに横ばい ， 中には増加して い るもの も存在して い

る。 容積調合で行っ た こ とを考えれば ， 竹繊維混入率の

増加にともなうセ メ ン トペ
ー

ス ト量 の減少によっ て低下

する 曲げ強度を混入 した竹繊維が十分に補っ て い るもの

と考えられる 。 また ， 木炭混入率匆 ％で竹繊維混入率の

増加とともに 曲げ強度が低下 したしたの は ，
セ メン トペ

ー
ス ト量が少ない ため 型枠へ の 充填 が 十分で はなかっ た

こ とに よる影響が考えられ る。 また ， 気中養生における

曲げ強度は ， 木炭混入率 0％ の もの は ， 水中養生 の 6−7

割程度 しか強度が得られなか っ たの に対 して ， 木炭混入

率 40， a）， 80％ にお い て は 9 割程度の強度が得られた 。

こ の こ とから，木炭の 保水性機能 に よ り
， 乾燥 に よる強

度低下 が 抑制されたもの と思われる。 木炭を利用 した コ

ンク リートの 自己養生機能に 関 して は
， 既報の 論文 4 に

お い て も報告 して い る 。

　図一2 に繊維長および養生条件 ご とに曲げタ フネス と竹

繊纖 昆入率の関係を示す。 曲げタ フ ネス の算出は，変位

がス パ ンの 1150（＝3  ）となるまで の曲げ荷重一変位曲

線
一
ドの面積より求めた。 また所定 の変位に達する以前 に

供試体が 波壊 した場合には，破壊直前までの面積 を求め

た 。 図よ り若干ば らつ きがあるが ， 繊維の 長さお よび養

生条件に関わ らず ， 曲げタフ ネス は木孅昆入率が増加す
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図一1 曲げ強度と木炭および竹繊維混入 率 の 関係
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図一2 曲 げタフ ネス と木炭 お よび 竹繊 維 混率 の 関係
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る とともに低い値を示 して い る 。 また ， 竹繊維混入率が

大 き くなる に つ れて 曲げタフ ネス の 値も大きくなり，靭

性が向上 して い る こ とが分かる 。

　本実験では竹繊維長さが短い 2cm の方が曲げタフ ネス

の値が大きくなる結果となっ た 。 これは繊維長さが 2 

の 方が型枠 へ 打ち込みやすく，35   の供試体より竹繊

維が分散された こ とに よる もの と考えられ る。今後は ，

型枠や打設方法につ い ても検討してい く必要がある もの

と思われる 。

3．調 湿試 験結果および考察

　図一3 に恒温恒湿室の 温度および湿度の計時変化 を示す。

また図4 に供試体単位体積質量 の計時変化を木炭混入率

ごとの平均値で 示す 。 図より， まず 168 時間 まで の 吸湿

による供試体質量 の増加部分を見ると， 木炭混 入率 40％

と80％の質量増加量にあまり差はな く， 木炭を混入 して

い ない もの の 1．4 倍程度の質量増加量を示 した。こ の こ

とより木炭を混入するこ とで 明らかに吸湿陛が向上 して

い るこ とが分か る。 また 168時間以降の 放湿による供試

体質量の減少部分を見ると， 木炭を混入 して い ない供試

体の質量はほとんど減少せ ず ， 木炭混入率 別 ％は 40％の

約 2倍の質量減少量を示 し， 放湿駐は木炭混 入率 別 ％の

方が優れてい るこ と力汾 か っ た。また ， 木炭混入率 40％

は 80％ と同等の 吸湿 量 を示 しなが ら放湿 量は少なか っ た

こ とより， その前後の木炭混入率で調湿性より保湿匪が

優れたボ
ー

ドを作製するこ とが可能で あ る と考えられる e

4．まとめ

　本研究では木炭と竹繊維の 2 つ の 自然素材が有する機

能特腔を有効利用 したセ メ ン ト系ボードの開発を目標と

して ボードを試作 し， それ か ら切 り出した供試体につ い

て曲げ強度試験お よび調湿性試験を行 っ た。

　その結果強度面に関 して ， 木炭 の 保水性の機能より木

炭を混入 す る こ とに よっ て 乾燥 に よる強度低下を抑制す

るこ と力汾 か っ た。 また ， 竹繊雉を混 入するこ とに より

靱性 が 向上 す る こ とが 分か っ た。

　次に調湿陛に関 して ， 木炭 を混入する こ とで 吸湿量が

増加 し， 木炭混入率が大きい ほど吸湿量お よび放湿量 と

もに大きくな り調湿陸力擾 れてい るとい うこ とが分かっ

た。 また， 木炭混入率を小さ くした場合，吸湿量はほと
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んど変化しない が放湿量が減少 し， 調湿陛より保湿陛に

優れたボードの開発 も可能である ことが確認で きた。

　最後に今後の検討課題 として ， 調合 ， 混練および 打設

方法などの 検討を行い ， 強度 と調湿性を両立する方法を

探 る必要 があると考えられ る。
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